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は
じ
め
に

　旧
仙
台
藩
領
に
属
す
る
地
域
に
は
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
と
呼
ば
れ
る
道

路
（
１
）

と
、
道
路
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
点
々
と
残
さ
れ
、
複
数
の
近
世
地
誌
に
も
関

連
記
事
が
登
場
す
る
。
次
頁
の
表
は
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
情
報
量
の
多
い
、

い
わ
ゆ
る
『
安
永
風
土
記
』
に
収
録
さ
れ
た
関
連
記
事
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
藩
域
南
端
の
宮
城
県
白
石
市
（
刈
田
郡
白
石
本
郷
）
か
ら
、
北
端
の
岩
手

県
奥
州
市
（
江
刺
郡
上
門
岡
村
）
ま
で
、
薄
く
広
い
分
布
が
確
認
で
き
、
こ
の

間
で
は
あ
る
種
の
道
路
を
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
と
す
る
認
識
が
共
有
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
時
点
で
『
安
永
風
土
記
』
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い

な
い
土
地
も
あ
る
た
め

（
２
）

、
事
例
数
は
表
を
上
回
る
可
能
性
も
あ
る
。

　地
域
の
歴
史
を
語
る
材
料
と
し
て
、
自
治
体
史
や
個
人
に
よ
る
検
討
、
さ
ら

に
は
地
域
お
こ
し
や
生
涯
学
習

（
３
）

の
題
材
と
も
な
る
な
ど
、
こ
の
道
路
へ
の
関
心

は
比
較
的
高
い
。
だ
が
、
そ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
道
路
像
を
並
べ
る
と
、
道
路

の
誕
生
時
期
や
性
格
、
道
筋
な
ど
と
い
っ
た
、
基
本
的
な
情
報
に
齟
齬
が
生
じ

る
の
だ
っ
た
。
本
来
、
同
じ
道
路
で
あ
れ
ば
、
齟
齬
な
ど
生
じ
な
い
は
ず
で
あ

る
。　本

稿
は
、
か
か
る
事
態
の
原
因
を
検
討
し
、
作
業
を
通
し
て
「
あ
づ
ま
か
い

ど
う
」
と
は
何
か
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一

　矛
盾
を
抱
え
る
道
路

　道
路
の
誕
生
時
期
に
は
諸
説
あ
れ
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
の
名
称
を
実
際

に
文
献
資
料
で
確
認
で
き
る
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
道
路
が
機
能
し
て
い
た

と
さ
れ
る
時
代
よ
り
も
遙
か
後
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ

と
に
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
の
幹
線
道
路
と
さ
れ
る
「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
と

同
じ
で
あ
る

（
４
）

。
で
は
、
そ
の
近
世
に
あ
っ
て
、
肝
心
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」

は
同
時
代
人
た
ち
に
、
い
か
な
る
道
路
と
認
識
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
置

か
れ
て
い
た
の
か
を
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

　享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
に
完
成
し
た
仙
台
藩
領
を
対
象
と
し
た
最
古
の
地

誌
、『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

�

（
傍
線
は
筆
者
）

地
域
認
識
と
幹
線
道
路

　
　い
わ
ゆ
る
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
を
材
料
に

　
　

岡

　
　
　陽
一
郎
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『
安
永
風
土
記
』（「

風
土
記
御
用
書
出
）
に
お
け
る
「
あ
ず
ま
か
い
ど
う
」
記
事

郡
名

村
　
　
名

記
　
　
　
　
　
　
　
　
事

１
刈
田
郡

白
石
本
郷

「
旧
跡
」
の
「
よ
し
か
池
」・「

て
う
し
か
森
」
の
「
右
二
ケ
所
ハ
往
古
我
妻
海
道
之
由
申
伝
候
」
と
あ
る
。
白
石
本
郷
の
書
出
の
「
道
」

の
箇
所
に
は
我
妻
海
道
の
記
載
が
な
い
た
め
、
主
要
幹
線
道
路
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
か
、
道
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
あ

り
。

２
刈
田
郡

郡
山
村

「
名

所
」
と

し
て

江
坪

屋
敷

東
北

の
「
う

る
い

峠
」
あ

り
。「

右
者

源
義

経
公

当
国

御
下

向
之

節
ハ

吾
妻

海
道

御
座

候
由

申
伝

候
事
」
と

す
る
。
峠
と
あ
る
以
上
、
道
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
か
？
。
こ
ち
ら
も
「
道
」
の
箇
所
に
は
記
載
な
し
。

３
刈
田
郡

小
下
倉
村

「
坂
」
の
「
宇
る
い
坂
」
は
、
当
村
と
白
石
町
の
通
路
と
あ
る
。
こ
の
坂
は
「
右
坂
續
峰
通
往
古
東
海
道
ニ
御
座
候
由
古
道
之
形
ニ
御
座

候
」
と
あ
る
。

４
宮
城
郡

国
分
沖
通
苦
竹
村

「
道
」
と
し
て
「
当
村
下
原
街
通
東
海
道
名
取
郡
根
岸
村
長
町
江
之
道
并
国
分
木
下
薬
師
国
分
南
目
村
宮
城
野
江
之
道
」
が
あ
る
。

５
（
宮
城
郡
）

田
子
村

「
旧
跡
」
と
し
て
「
と
り
ゐ
原
」
の
華
表
原
を
「
往
古
吾
妻
海
道
通
行
之
節
塩
竃
御
社
一
之
鳥
居
相
建
候
之
由
申
伝
」
と
す
る
。

６
栗
原
郡

二
迫
姉
歯
村

「
旧
跡
」
と
し
て
上
沢
の
「
姉
歯
宿
」
を
「
往
古
此
所
東
海
道
之
節
宿
有
之
候
由
申
伝
候
事
」
と
あ
る
。

７
栗
原
郡

三
迫
大
原
木
村

「
道
」
の

う
ち
　
「
東

海
道
　
一

南
ハ

当
郡

二
迫

栗
原

村
北

ハ
三

迫
平

形
村

江
之

道
　
壱

筋
」
　
と

あ
る
。
現

役
の

幹
線

道
路
。
脇

街
道

と
し
て
も
う
一
筋
の
道
路
が
載
る
。

８
栗
原
郡

三
迫
平
形
村

「
古
塚
」
の
所
在
地
と
し
て
「
東
海
道
両
脇
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
な
お
当
村
で
は
東
海
道
は
道
路
の
部
分
に
記
述
な
し
。
た
だ
、
三
迫

大
原
木
村
へ
の
道
は
「
坊
ケ
坂
」
と
し
て
坂
の
部
に
登
場
。

９
栗
原
郡

三
迫
岩
崎
村

「
旧

蹟
」
の

中
で
、
長

橋
と

い
う

橋
の

説
明

に
東

海
道

が
登

場
。
岩

崎
村

と
平

形
村

の
境

が
東

海
道
。
ま

た
、「

道
」
の

項
に

東
海

道
が

出
て
く
る
。
南
は
大
原
木
村
、
北
は
磐
井
郡
一
関
町
へ
の
道

10
桃
生
郡

深
谷
濱
市
村

村
名
は
「
往
古
吾
妻
海
道
之
砌
於
浜
辺
市
町
明
立
市
之
日
有
之
候
ニ
付
浜
市
と
申
唱
村
名
ニ
相
成
候
」
と
す
る
。

11
磐
井
郡

西
磐
井
郷
赤
荻
村

「
旧
蹟
」
と
し
て
東
海
道
跡
・
駒
泣
坂
・
鎧
破
・
手
洗
沢
・
大
日
沢
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
往
古
の
東
海
道
だ
と
い
う
。
黒
沢
村
大
窪

と
い
う
所
よ
り
赤
荻
村
を
通
過
し
、
平
泉
村
に
向
か
う
旧
往
還
の
大
難
所
。
坂
上
田
村
麻
呂
の
通
過
伝
承
を
持
ち
、
海
道
の
跡
が
残
る
。

12
江
刺
郡

片
岡
村

「
道
」
の
と
こ
ろ
で
、「

一
　
壱
筋
　
但
シ
あ
つ
ま
海
道
之
由
申
伝
候
古
道
」
と
す
る
。

13
江
刺
郡

倉
沢
村

「
道
」
三
筋
の
中
に
「
片
岡
村
よ
り
上
門
岡
村
へ
通
用
道
　
但
東
海
道
と
申
唱
候
」
も
の
あ
り
。

14
江
刺
郡

上
門
岡
村

「
道
」
三
筋
の
中
に
「
東
海
道
倉
沢
村
境
柏
木
立
よ
り
海
道
十
文
字
道
」
が
あ
る
。
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　史
料
①

－

Ａ

　東ヲ
ク
ノ
ホ
ソ
ミ
チ

奥
細
路

　
　

�
自
古
封
内
称
東ア

ツ
マ
カ
イ
タ
ウ

奥
通
行
者
或
有
口
碑
伝
者
或
有
書
中
記
者
於
名
取
則
在

笠
島
辺
於
宮
城
則
木
下
西
其
道
路
有
与
今
相
会
者
有
与
昔
異
者
此
地
亦
其

地
不
分
明
焉
或
節
曰
岩
切
橋
北
東
光
寺
前
道
路
之
也
（
後
略
）

　笠
島
（
名
取
市
）
か
ら
木
ノ
下
（
仙
台
市
若
林
区
）
に
至
る
、
東ア

ツ
マ
カ
イ
タ
ウ

奥
通
行
と

呼
ば
れ
る
道
路
が
あ
り
、
享
保
四
年
段
階
で
は
道
筋
は
不
明
瞭
に
な
っ
て
い

た
。
当
然
、
道
路
が
機
能
し
て
い
た
時
期
は
、
こ
れ
よ
り
昔
と
い
う
こ
と
に
な

る
。　道

路
の
具
体
的
な
様
子
に
つ
い
て
、
同
書
の
栗
原
郡
姉
歯
村
（
栗
原
市
）
の

項
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　史
料
①

－

Ｂ

　光
景
ノ
古
館

　
　

�

松
樹
以
南
有
古
壘
泰
衡
家
臣
姉
歯
平
次
光
景
之
故
墟
也
館
下
水
田
往
古
称

東
ア
ツ
マ
カ
イ
ト
ウ

奥
道
者
也

開
田
に
伴
う
消
滅
や
畦
畔
化
な
ど
、
現
地
は
幹
線
道
路
を
意
味
す
る
「
カ
イ
タ

ウ
」
と
い
う
言
葉
と
は
、
ほ
ど
遠
い
有
様
だ
っ
た
。
し
か
し
『
安
永
風
土
記
』

で
は
、
同
村
上
沢
に
あ
る
姉
歯
宿
跡
を
往
古
の
東
海
道
の
宿
跡
と
す
る
よ
う
に

（
姉
歯
村
）、
か
つ
て
は
沿
道
に
宿
も
営
ま
れ
る
、
そ
れ
な
り
の
道
路
と
伝
え

て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
道
路
に
も
関
わ
ら
ず
、
道
筋
も
定
か
で
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
原
因
に
は
、
交
通
環
境
の
変
化
を
受
け
て
の
道
筋
の
変
化
や
、
利
用
者

の
減
少
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
。

　「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
衰
退
の
契
機
を
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
に
、
仙
台
市

青
葉
区
越
路
の
事
例
が
あ
る
。
当
地
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
は
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
年
）
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
、
仙
台
城
下
を
対
象
に
し
た
最
古
の

地
誌
の
『
仙
台
鹿
の
子
』、
文
化
八(

一
八
一
一)

年
に
記
さ
れ
た
『
嚢
塵
埃
捨
録
』

な
ど
、
複
数
の
地
誌
に
登
場
す
る
。

　史
料
②

－

Ａ 

『
仙
台
鹿
の
子
』

　一�

　越
路
と
は
鹿
落
坂
の
辺
を
い
ふ
、
往
古
の
東
街
道
に
し
て
、
都
の
方
の

人
は
名
取
郡
笠
島
道
祖
神
前
の
山
脇
に
付
て
北
の
野
原
に
出
て
、
塩
手
村

実
方
の
塚
の
前
に
か
ゝ
り
、
大
方
山
の
下
少
幸
か
橋
を
渡
り
、
茂
ヶ
崎
山

の
北
七
曲
が
り
坂
越
沢
を
西
へ
上
り
、
此
鹿
落
坂
を
下
り
、
坂
下
の
大
川

を
渡
り
、
米
ヶ
袋
よ
り
田
町
を
通
り
、
宮
城
野
木
の
下
へ
出
で
し
な
り
。

清
水
小
路
清
水
坂
橋
其
街
道
筋
な
り
。（
後
略
）

　史
料
②

－

Ｂ 

『
嚢
塵
埃
捨
録
』

　
　

�

越
路
。
名
取
郡
根
岸
村
今
仙
台
越
路
此
辺
の
地
名
な
り
。
昔
此
所
は
東
街

道
の
道
筋
に
て
。
江
戸
・
京
・
大
坂
・
奈
良
・
伏
見
・
堺
等
の
商
人
。
又

は
諸
国
の
旅
客
。
今
の
盛
岡
・
秋
田
・
弘
前
・
松
前
等
の
奥
筋
へ
。
往
来

せ
し
時
多
は
此
所
に
至
り
。
越
坂
渡
川
て
通
り
た
る
所
な
れ
は
迚
。
後
人

越
路
と
云
り
。
大
城
御
普
請
あ
る
の
時
。
往
還
の
通
路
不
宜
と
て
。
此
街

道
を
相
潰
さ
る
。（
後
略
）

こ
の
地
の
道
路
の
道
筋
は
①

－

Ａ
の
も
の
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
②

－

Ｂ
に

は
、
道
路
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
始
ま
る
仙
台
城
築
城
の
折
り
に
潰
さ

れ
た
と
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
道
路
が
結
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
遠
隔
地
が
列
記
さ

れ
て
い
る
。
近
世
の
仙
台
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
土
地
と
往
来
す
る
に
は
、
奥

州
街
道
が
利
用
さ
れ
た
が
、
奥
州
街
道
は
、
仙
台
城
築
城
と
同
時
進
行
の
城
下

町
建
設
に
伴
い
新
た
に
城
下
の
基
幹
と
し
て
、
仙
台
領
内
に
あ
っ
て
は
仙
台
を

起
点
と
す
る
幹
線
道
路
網
の
一
環
と
し
て
、
藩
当
局
の
主
導
で
整
備
さ
れ
た
道
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路
で
あ
る

（
５
）

。
こ
の
点
、
史
料
②

－

Ｂ
に
あ
る
仙
台
城
築
城
は
、
確
か
に
幹
線
道

路
と
し
て
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
つ
に
相
応
し
い
出

来
事
と
看
做
せ
る
。

　事
の
実
否
は
さ
て
お
き
、
近
世
人
た
ち
は
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
を
奥
州
街

道
の
前
身
に
当
た
る
古
道
と
見
做
し
て
い
た
。
従
っ
て
そ
の
性
格
は
奥
州
街
道

と
同
様
、
つ
ま
り
陸
奥
国
内
の
最
重
要
幹
線
道
路
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ

れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
古
代
に
は
東
山
道
、
中
世
に
は
奥
大
道
の
各
道

路
が
あ
っ
た
。
事
実
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
は
、
主
に
両
者
と
関
連
づ
け
ら
れ
、

ど
ち
ら
か
に
軸
足
を
置
い
た
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
を
古
代
に
端
を
発
す
る
も
の
と
す
る
見
解
と
し
て

は
、
例
え
ば
真
山
悟
氏
の
研
究

（
６
）

、
自
治
体
史
で
は
『
白
石
市
史
』
や
『
柴
田
町

史
』
な
ど
が
あ
る
。『
白
石
市
史
』
は
市
域
に
残
る
事
例
を
対
象
に
し
、『
柴
田

町
史
』
は
古
代
陸
奥
国
の
交
通
の
概
論
と
い
う
違
い
は
あ
れ
、
道
路
の
起
源
を

東
山
道
に
求
め
る
点
は
共
通
す
る
。
地
名
辞
典
の
記
述
も
、
基
本
的
に
は
同
じ

見
解
に
立
つ

（
７
）

。

　た
だ
し
、
誕
生
時
期
を
古
代
に
求
め
る
の
は
一
緒
で
も
、
東
山
道
と
は
別
の

道
路
に
擬
す
る
意
見
も
あ
る
。
陸
奥
国
の
太
平
洋
岸
一
帯
に
は
「
海
道
」
と
呼

ば
れ
る
幹
線
道
路
が
走
っ
て
い
て
、
弘
仁
二
（
八
一
一
）
年
に
は
陸
奥
国
海
道

の
十
駅
を
廃
止
し
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
が

（
８
）

、
こ
れ
と
の
連
続
性
を
指
摘
す
る

の
で
あ
る
。
代
表
例
に
神
英
雄
氏

（
９
）

の
研
究
が
あ
る
。
あ
る
い
は
『
石
巻
市
の
歴

史
』
で
は
、
桃
生
郡
浜
市
村
（
東
松
島
市
浜
市
）
の
「
吾
妻
街
道
」
を
件
の
道

路
の
延
長
と
位
置
づ
け
、
多
賀
城
と
桃
生
城
、
あ
る
い
は
牡
鹿
柵
と
の
連
絡
道

と
評
価
す
る
。
そ
し
て
道
路
自
体
は
中
世
に
も
引
き
続
き
用
い
ら
れ
、
地
域
の

基
本
幹
線
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
。

　中
に
は
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
の
起
源
を
よ
り
古
く
見
積
も
る
見
解
も
あ
る
。

『
名
取
市
史
』
は
、
今
日
の
名
取
平
野
が
滞
水
・
湿
地
の
原
野
だ
っ
た
頃
か
ら
、

外
部
と
の
唯
一
の
交
通
路
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
た
。

　中
世
に
重
き
を
置
く
見
方
と
し
て
は
、『
仙
台
市
史
』
が
あ
り
、
中
世
の
奥

大
道
と
の
連
続
性
を
重
視
し
、
戦
国
時
代
に
奥
大
道
の
名
称
が
「
あ
づ
ま
か
い

ど
う
」
に
変
わ
っ
た
可
能
性
に
も
触
れ
る

）
10
（

。
よ
り
具
体
的
に
、
か
つ
て
の
笠
島

村
の
故
地
を
走
る
県
道
39
号
線
を
、
奥
大
道
の
名
残
を
伝
え
る
「
あ
づ
ま
か
い

ど
う
」
の
道
筋
と
す
る
見
解
も
あ
る

）
11
（

。

　「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
の
誕
生
時
期
や
、
道
路
の
性
格
に
つ
い
て
意
見
が
割

れ
た
理
由
は
、
道
路
が
個
々
の
地
域
の
歴
史
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
う
と
、
そ
こ
で
の
興
味
の

対
象
は
、
個
々
の
地
域
に
あ
る
道
路
で
あ
り
、
総
体
と
し
て
の
「
あ
づ
ま
か
い

ど
う
」
で
は
な
い
。
結
果
と
し
て
、
個
々
の
道
路
は
余
所
に
あ
る
同
名
の
道
路

た
ち
と
は
切
り
離
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
か
つ
て
存
在
し
た
、
あ
る
い
は

存
在
し
た
と
さ
れ
る
、
近
世
以
前
の
幹
線
道
路
に
引
き
つ
け
て
分
析
さ
れ
る
か

ら
、
他
地
域
を
走
る
同
名
の
道
路
と
の
比
較
は
不
十
分
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
特
定
の
地
域
の
歴
史
と
共
に
道
路
を
語
る
分
に
は
整
合
性
が
と
れ
て
も
、

余
所
の
成
果
と
付
き
合
わ
せ
る
と
、
整
合
性
が
と
れ
な
く
な
る
の
だ
っ
た
。

　「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
を
巡
る
議
論
の
不
一
致
は
、
道
筋
復
元
の
場
で
も
起

き
て
い
る
。
と
り
わ
け
市
内
に
複
数
の
道
路
を
抱
え
る
仙
台
市
域
で
、
そ
れ
は

顕
著
で
あ
る
（
地
図
）。

　仙
台
市
域
に
お
け
る
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
の
道
筋
と
し
て
は
、
ま
ず
先
の

60
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②
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
越
路
経
由
の
も
の
が
あ
る
イ
。『
仙
台
市
史
』
で
は
こ

れ
と
は
違
い
、
市
域
に
入
っ
て
も
茂
ヶ
崎
山
方
面
へ
は
向
か
わ
ず
に
、
太
白
区

長
町
方
面
か
ら
宮
城
野
区
原
町
、
そ
し
て
宮
城
郡
利
府
町
方
面
へ
と
北
上
す
る

道
筋
ロ
が
考
察
の
対
象
に
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
当
該
道
路
の
推
定
線
上
に

は
、
南
か
ら
東
北
本
線
・
常
磐
線
・
仙
台
空
港
鉄
道
の
東
街
道
踏
切
（
写
真
１
）

が
あ
り
、
そ
の
北
に
位
置
す
る
木
ノ
下
に
は
、
近
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た
道
路

名
を
刻
ん
だ
石
碑
が
立
つ
（
写
真
２
）。
そ
し
て
、
さ
ら
に
北
に
あ
る
仙
石
線

沿
い
に
は
、
地
下
化
に
よ
る
連
続
立
体
交
差
事
業
で
撤
去
さ
れ
る
ま
で
、
東
街

道
踏
切
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
具
合
に
、
道
路
の
痕
跡
が
点
々
と
残
さ
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
部
分
は
位
置
関
係
か
ら
判
断
し
て
、
イ
と
は
別
物
で

あ
る
。

　仙
台
市
街
地
の
「
あ
ず
ま
か
い
ど
う
」
は
こ
の
二
つ
に
留
ま
ら
な
い
。
越
路

の
北
に
位
置
す
る
仙
台
城
内
に
も
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
が
あ
っ
た
と
伝
わ

る
。
仙
台
城
築
城
以
前
、
城
域
に
あ
っ
た
寂
光
寺
と
い
う
寺
院
に
関
連
し
て
、

『
残
月
台
本
荒
萩
』（
巻
之
二
）
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　史
料
③

　

　
　

�

私
伝
に
い
わ
く
。
寂
光
寺
は
。
本
御
本
丸
に
立
居
た
り
。
今
残
月
亭
の
辺

也
。
こ
の
残
月
亭
は
。
御
本
丸
御
二
丸
間
に
て
。
御
二
丸
御
座
の
間
向
北

高
き
所
に
あ
り
。
御
物
見
亭
な
り
。（
中
略
）
此
残
月
亭
の
西
後
は
昔
の

東
海
道
也
。
是
よ
り
大
手
松
木
番
所
へ
出
。
大
橋
川
え
出
て
渡
り
。
本
荒

町
の
本
荒
の
里
よ
り
。
宮
城
野
へ
行
く
と
見
へ
た
り
。（
後
略
）

本
丸
と
二
ノ
丸
と
の
間
に
あ
る
、
残
月
亭
と
い
う
建
物
の
西
に
昔
の
東
海
道
が

あ
り
、
道
路
は
大
手
門
の
右
側
に
あ
っ
た
松
ノ
木
番
所
を
過
ぎ
、
広
瀬
川
を

渡
っ
て
元
荒
町(

一
番
町
一

－

二
丁
目
・
大
町
二
丁
目
）
を
経
由
し
て
イ
・
ロ

と
同
様
、
宮
城
野
に
向
か
っ
て
い
た
と
い
う

）
12
（

ハ
。
前
出
の
『
嚢
塵
埃
捨
録
』
で

は
、
こ
ち
ら
を
出
羽
国
に
至
る
と
道
路
と
し
て
い
る
（
巻
之
二
）。「
あ
づ
ま
か

い
ど
う
」
は
陸
奥
国
の
主
要
幹
線
道
路
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
名
前
は
同
じ
で
も
ハ
は
別
の
道
路
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　こ
こ
ま
で
用
い
て
き
た
資
料
は
、
い
ず
れ
も
近
世
以
降
に
成
立
し
た
も
の

で
、
近
世
以
前
の
話
が
語
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
内
容
の
信
憑
性
を
同
時
代
資

料
で
検
証
で
き
ず
、
伝
聞
や
伝
承
に
基
づ
い
て
い
る
公
算
が
大
き
い
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
資
料
の
語
る
と
こ
ろ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
上
記
の
各
地
点
の
事

例
の
正
誤
は
問
わ
ず
、
各
地
点
に
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
と
い
う
名
前
の
道
路

が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
重
視
し
た
い
。

　な
お
、
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
伝
承
と
し
て
は
、
仙
台
市
街
地
を
離
れ
た
、

仙
台
市
太
白
区
坪
沼
板
橋
か
ら
境
田
に
か
け
て
の
丘
陵
上
に
も
「
あ
づ
ま
か
い

ど
う
」
と
い
う
名
の
道
路
が
残
る
こ
と
を
、
佐
藤
達
夫
氏
は
報
告
し
て
い
る

）
13
（

ニ
。

当
地
は
笠
島
道
祖
神
前
～
塩
手
村
の
実
方
中
将
の
墓
付
近
を
北
上
す
る
道
路
か

ら
は
丘
陵
一
つ
西
側
、
仙
台
城
か
ら
は
南
西
の
位
置
に
当
た
る
た
め
、
イ
～
ハ

と
は
別
系
統
の
道
路
と
判
断
す
る
。
佐
藤
氏
は
件
の
道
路
沿
い
に
、
仙
台
市
指

定
文
化
財
の
上
前
十
三
塚
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
中
世
に
は
利
用
さ
れ
て
い

た
道
路
と
す
る
。

　上
記
の
道
路
た
ち
が
、
近
世
以
前
の
ど
の
幹
線
道
路
の
系
譜
に
属
す
る
か

は
、
資
料
不
足
で
定
か
で
は
な
い
。
ど
こ
ろ
か
、
東
山
道
や
奥
大
道
と
は
別
物

だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
考
え
る
理
由
は
、
岩
手
県
奥
州
市
江
刺
地
区
に

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
『
安
永
風
土
記
』
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
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　史
料
④

－

Ａ 

「
風
土
記
御
用
書
出
」
江
刺
郡
片
岡
村

　
　一
道
筋

　
　七
筋

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　一

　一
筋

　但
シ
岩
谷
堂
町
よ
り
気
仙
え
の
道

　
　
　一

　一
筋

　但
シ
岩
谷
堂
町
よ
り
上
口
内
町
え
の
道

　
　
　一

　一
筋

　但
シ
岩
谷
堂
町
よ
り
下
門
岡
村
え
の
道

　
　
　一

　一
筋

　但
シ
岩
谷
堂
町
よ
り
人
首
町
野
手
崎
町
え
の
道

　

　
　
　一

　一
筋

　但
シ
岩
谷
堂
町
よ
り
上
伊
沢
水
沢
町
え
の
道

　
　
　一

　一
筋

　但
シ
岩
谷
堂
町
よ
り
黒
石
町
え
の
道

　
　
　一

　一
筋

　但
シ
あ
つ
ま
海
道
の
由
申
し
伝
え
候
古
道

　史
料
④

－

Ｂ 

「
風
土
記
御
用
書
出
」
江
刺
郡
倉
沢
村

　
　一
道

　三
筋

　
　
　一

　片
岡
村
岩
谷
堂
町
よ
り
上
伊
沢
相
去
町
御
番
所
へ
の
道

　
　
　一�

　右
岩
谷
堂
町
よ
り
下
門
岡
村
寺
坂
を
通
り
南
部
御
領
立
花
村
へ
の

道

　
　
　一�

　片
岡
村
よ
り
上
門
岡
村
へ
の
通
用
道

　但
し
東
海
道
と
申
し
唱
え

候

　史
料
④

－

Ｃ 

「
風
土
記
御
用
書
出
」
江
刺
郡
上
門
岡
村

　
　一

　道

　三
筋

　
　
　一�

　妻
ノ
神
坂

　但
し
岩
谷
堂
町
よ
り
寺
坂
を
通
り
南
部
領
立
花
村
え

の
通
路

　
　
　一

　東
街
道
倉
沢
村
境
柏
木
立
よ
り
上
口
内
町
え
の
通
路

　
　
　一

　上
胆
沢
相
去
町
よ
り
上
口
内
町
え
の
道

　い
ず
れ
の
村
も
北
上
川
東
岸
に
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
今
日
の
奥
州
市

周
辺
に
お
け
る
古
代
東
山
道
の
駅
家
擬
定
地
は
、
奥
州
市
前
沢
の
白
鳥
、
そ
し

て
同
市
水
沢
の
胆
沢

）
14
（

と
、
い
ず
れ
も
北
上
川
西
岸
に
あ
る
。
よ
っ
て
北
上
川
東

岸
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
を
古
代
由
来
と
し
た
場
合
、
東
山
道
は
白
鳥
駅
と

胆
沢
駅
と
の
間
で
一
旦
に
同
川
を
渡
河
し
、
史
料
④
の
土
地
を
経
由
し
て
再
度

渡
河
す
る
と
い
う
、
大
迂
回
路
を
採
っ
て
い
た
こ
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
最
短

距
離
で
拠
点
間
を
結
ぶ
こ
と
を
身
上
と
す
る
駅
路
で
は
受
け
入
れ
が
た
い
道
筋

で
あ
る
。
か
つ
て
中
央
政
府
が
設
置
し
た
、
胆
沢
城
（
奥
州
市
）・
志
波
城
（
盛

岡
市
）・
徳
旦
城
（
矢
巾
町
）
の
各
出
先
機
関
も
、
北
上
川
西
岸
に
あ
る
の
だ

か
ら
、
各
施
設
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
た
め
に
は
、
同
川
西
岸
を
通
行
し
た
方
が

合
理
的
で
あ
る
。

　中
世
の
奥
大
道
も
、
平
泉
陥
落
後
に
同
道
沿
い
に
厨
川
を
目
指
し
た
頼
朝
ら

は
、
志
波
郡
陣
岡

）
15
（

・
厨
川

）
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と
進
軍
し
た
よ
う
に
、
道
筋
は
北
上
川
西
岸
に
終
始

す
る
。
さ
ら
に
近
世
の
奥
州
街
道
、
そ
し
て
今
日
の
国
道
４
号
線
、
そ
れ
に
東

北
自
動
車
道
路
と
、
当
地
域
の
最
重
要
幹
線
道
路
は
一
貫
し
て
北
上
川
西
岸
に

あ
り
続
け
る
。
だ
か
ら
同
川
東
岸
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
は
、
東
山
道
や
奥

大
道
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
点
、『
江
刺
市
史
』
も
、
当
地
の
「
あ
づ
ま
か

い
ど
う
」
を
平
泉
藤
原
氏
時
代
の
も
の
と
し
、
奥
大
道
と
接
続
す
る
江
刺
地
区

の
幹
線
道
路
と
評
価
す
る
の
は
、
時
期
比
定
は
と
も
か
く
、
道
路
の
性
格
と
し

て
は
納
得
の
い
く
指
摘
で
あ
る
。

　と
こ
ろ
で
『
江
刺
市
史
』
に
は
、
次
の
文
書
も
収
録
さ
れ
、
文
政
年
間
頃
の

年
次
比
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　史
料
⑤ 
「
東
街
道
」（『
江
刺
市
史
』
第
五
巻
資
料
編
近
世
Ⅳ
）

　
　

�

江
刺
郡
の
内
、
餅
田
村
土
谷
村
石
山
村
右
三
ケ
村
に
往
古
東
海
道
と
申
す
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往
還
こ
れ
あ
り
、
只
今
は
人
馬
共
ニ
通
用
こ
れ
な
き
荒
道
に
相
成
り
、
併

せ
て
歩
人
な
ら
び
に
馬
も
稀
に
は
通
用
致
し
候
ら
え
共
、
細
道
に
罷
り
成

り
候
、
脇
に
並
松
こ
れ
あ
り
左
に

　
　一

　並
松
百
六
十
九
本

　
　
　右
の
内

　一

　十
七
本

　
　
　
　
　
　
　但

　廻
り
四
尺
位
よ
り
六
尺
位
迄

　
　
　
　
　
　
　一

　五
十
一
本

　
　
　
　
　
　
　但

　廻
り
五
尺
余
よ
り
六
尺
位
迄

　
　
　
　
　
　
　一

　六
十
六
本

　
　
　
　
　
　
　但

　廻
り
六
尺
余
よ
り
七
尺
位

　
　
　
　
　
　
　一

　二
十
九
本

　
　
　
　
　
　
　〃

　〃
七
尺
余
よ
り
八
尺
位
迄

　
　
　
　
　
　
　一

　八
本

　
　
　
　
　
　
　〃

　〃
八
尺
余
よ
り
九
尺
迄

　
　
　
　
　
　
　但

　九
尺
廻
り
一
本

餅
田
・
土
谷
・
石
山
も
ま
た
、
北
上
川
東
岸
の
村
々
だ
っ
た
。『
安
永
風
土
記
』

で
は
、
こ
れ
ら
の
村
に
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
の
姿
を
確
認
で
き
な
い
が
、
取

り
こ
ぼ
し
だ
ろ
う
か
。
交
通
環
境
の
変
化
を
受
け
て
利
用
も
稀
と
な
っ
た
結

果
、
道
路
の
規
模
縮
小
と
い
う
流
れ
は
他
と
一
緒
で
も
、
一
六
九
本
の
松
並
木

が
目
を
引
く
。
中
世
の
事
例
と
し
て
は
、
織
田
信
長
が
領
内
の
道
路
の
脇
に
松

柳
を
植
え
さ
せ
た
例

）
17
（

が
あ
る
も
の
の
、
幹
線
道
路
の
並
木
が
一
般
的
に
な
る
の

は
近
世
以
降
、
江
戸
幕
府
や
各
藩
の
道
路
政
策
下
で
あ
る
。
当
地
の
松
を
江
戸

時
代
初
期
の
植
樹
と
仮
定
す
る
と
、
当
該
史
料
の
作
成
時
期
と
推
測
さ
れ
る
文

政
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
三
一
）
ま
で
、
二
百
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
る
か
ら
、

松
樹
も
相
応
の
成
長
を
遂
げ
て
い
た
は
ず
で
、
整
合
性
は
と
れ
る
。

　以
上
を
ま
と
め
る
と
、
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
は
一
本
の
道
路
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
近
世
時
点
に
お
け
る
古
道
の
総
称
で
あ
り
、
目
的
地
も
来
歴
も
異

な
る
複
数
の
道
路
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
な
る
。
ち
な
み
に
、「
か
ま
く
ら

か
い
ど
う
」
に
お
い
て
も
、
同
意
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る

）
18
（

。「
あ
づ
ま
か
い

ど
う
」
沿
道
に
は
、
古
代
・
中
世
の
史
跡
が
点
在
し
、
当
該
期
に
道
路
が
機
能

し
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
史
跡
付
近
に
古
代
・
中
世
の

道
路
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
え
て
も
、
史
跡
の
機
能
し
て
い
た
当
時
、
そ
の
道
路

が
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
と
呼
ば
れ
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
か
は
確
証
が
な
い
。

　こ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
は
、
歴
史
も
経
路
も
異
な
る
不
特
定
多
数
の
道
路
た

ち
が
、
等
し
く
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
と
呼
ば
れ
た
理
由
で
あ
る
。
こ
の
道
路

名
称
が
文
献
資
料
で
確
認
で
き
る
の
は
近
世
以
降
だ
か
ら
、
呼
称
の
背
景
に
は

当
時
の
仙
台
藩
領
民
た
ち
の
道
路
観
や
歴
史
観
が
潜
ん
で
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

二
「
あ
づ
ま
」
が
意
味
す
る
も
の

　

　「
陸
奥
国
東
海
道
宇
多
庄

）
19
（

」
と
い
う
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
中
世
に
は
今
日

の
福
島
県
相
馬
地
方
を
指
し
、
東
海
道
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ

き
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
の
歴
史
を
古
代
に
引
き
つ
け
る
立
場
か
ら
は
、
中

世
の
東
海
道
を
先
述
の
古
代
の
「
海
道
」
と
結
び
つ
け
、
東
海
道
方
面
か
ら
北

進
し
て
き
た
道
路
ゆ
え
、
か
か
る
命
名
を
生
ん
だ
と
さ
れ
る

）
20
（

。
た
だ
し
、
地
域
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名
称
は
「
と
う
か
い
ど
う
」
で
あ
っ
て
も
、
道
路
名
称
は
字
面
こ
そ
違
え
「
あ

づ
ま
か
い
ど
う
」
と
呼
称
す
る
例
が
多
い
た
め
、
件
の
指
摘
は
一
考
を
要
す
る
。

も
し
道
路
名
称
が
東
海
道
に
起
因
す
る
な
ら
、
経
年
に
よ
る
転
訛
が
あ
っ
て

も
、「
ト
ウ
」
の
響
き
を
何
ら
か
の
形
で
残
す
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
「
ア
ヅ
マ
」

と
い
う
読
み
だ
か
ら
、
両
者
は
別
物
の
可
能
性
が
高
い
。

　漢
字
表
記
の
揺
れ
は
、
ま
ず
名
称
が
先
行
し
、
恐
ら
く
江
戸
時
代
に
、
地
誌

や
村
絵
図
の
制
作
な
ど
が
あ
っ
た
際
、
道
路
名
を
漢
字
表
記
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
、
資
料
を
提
出
す
る
個
々
の
土
地
で
、
音
に
基
づ
い
て
漢
字
が
当
て
ら
れ
た

経
緯
を
想
像
さ
せ
る
。
だ
か
ら
漢
字
表
記
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
あ
る
も
の
に
「
東
海
道
」
と
い
う
字
が
与
え
ら
れ
た
た
め
に
、
地
域

名
称
と
の
混
合
が
起
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　確
か
に
太
平
洋
岸
を
北
上
し
て
き
た
海
道
と
の
絡
み
で
道
路
名
を
説
明
す
る

の
は
、
太
平
洋
岸
に
比
較
的
近
い
宮
城
県
南
部
で
は
、
説
得
力
が
あ
っ
た
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
北
方
の
内
陸
部
に
当
た
る
、
先
の
奥
州
市
の
事
例
も
海
道

の
範
囲
に
入
れ
る
の
は
、
距
離
的
に
も
位
置
的
に
も
離
れ
て
い
る
。

　「
あ
づ
ま
」（「
あ
ず
ま
」）
と
い
う
言
葉
を
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
引
い

て
み
よ
う
。
ま
ず
都
か
ら
東
の
方
の
諸
国
の
称
と
あ
り
、
東
国
と
し
て
、
広
く

は
東
海
道
・
東
山
道
以
東
の
陸
奥
国
ま
で
を
含
ん
で
い
た
が
、
奈
良
時
代
以
降

は
次
第
に
現
在
の
関
東
地
方
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
あ
る
。
も
っ
と

も
仙
台
藩
士
に
よ
る
自
藩
関
連
の
著
作
に
、『
東
藩
事
物
紀
源
』（
玉
虫
尚
茂
著
）

や
『
東
藩
野
乗
』（
小
野
寺
鳳
谷
著
）
な
ど
の
題
名
を
持
つ
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、

陸
奥
国
を
「
あ
づ
ま
」
の
一
部
と
す
る
意
識
は
江
戸
時
代
に
も
生
き
て
い
た
。

そ
こ
で
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
と
は
、
ち
ょ
う
ど
中
世
の
奥
（
州
）
の
主
要
幹

線
道
路
が
「
奥
大
道
」
だ
っ
た
よ
う
に
、
あ
づ
ま
（
＝
東
国
）
の
主
要
街
道
と

目
さ
れ
て
の
命
名
と
い
う
仮
説
が
提
示
で
き
る
。

　な
お
、
同
じ
「
あ
づ
ま
」
の
一
隅
を
な
す
群
馬
県
の
南
東
部
に
は
、「
あ
づ

ま
道
」
と
呼
ば
れ
る
古
道
が
残
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
こ
ち
ら
も
江
戸
時
代
の

資
料
に
現
れ
る
道
路
名
称
で
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
坂
井
隆
氏
は
当
該
道
路

に
つ
い
て
、
十
二
世
紀
の
浅
間
山
噴
火
後
、
か
つ
て
の
東
山
道
を
再
興
す
る
形

で
、
在
地
武
士
団
の
手
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
幹
線
道
路
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に

氏
は
、
や
が
て
東
山
道
が
持
つ
畿
内
と
東
北
地
方
と
を
連
絡
す
る
需
要
自
体
が

薄
れ
た
結
果
、
副
次
的
な
道
路
と
な
っ
て
い
く
と
指
摘
し
て
い
た
。
留
意
す
べ

き
は
道
路
沿
線
に
源
義
経
を
始
め
と
す
る
武
人
通
行
伝
説
や
、
貴
人
に
関
係
す

る
牛
の
疲
労
伝
説

－

貴
人
や
彼
に
関
連
す
る
荷
物
を
載
せ
た
牛
が
疲
労
死
し
た

と
い
う
類
い
の

－

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
坂
井
氏
は
西
か
ら
や
っ
て
く
る

貴
人
や
牛
に
、
都

－

牛
が
牽
く
牛
車
は
貴
族
の
乗
り
物
で
あ
る

－

方
面
と
の
交

流
の
記
憶
を
見
い
だ
す

）
21
（

。

　都
と
の
交
流
に
関
わ
る
伝
承
は
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
沿
道
で
も
確
認
で

き
る
。『
安
永
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
岩
手
県
一
関
市
に
あ
っ
た
「
東
海
道
跡
」

は
坂
上
田
村
麻
呂
が
通
過
し
た
と
い
い
（
赤
荻
村
）、
宮
城
県
白
石
市
の
「
う

る
い
峠
」
は
源
義
経
の
陸
奥
下
向
時
の
吾
妻
海
道
だ
っ
た
と
い
う
具
合
に
（
郡

山
村
）、
彼
の
地
か
ら
訪
れ
た
著
名
人
が
登
場
す
る
。
あ
る
い
は
史
料
③
の
道

路
の
沿
道
に
あ
る
杉
の
老
樹
は
認ヤ

タ
テ
ノ
ス
キ

鏃
小
杉
と
呼
ば
れ
、
藤
原
秀
衡
の
上
京
伝
説

と
共
に
、
通
過
時
に
彼
が
矢
を
射
込
ん
だ
と
い
う
言
い
伝
え
を
持
ち
、
近
く
に

は
国
司
赴
任
中
に
死
亡
し
た
藤
原
実
方
の
墓
と
さ
れ
る
遺
跡
も
あ
る
（『
奥
羽

観
蹟
聞
老
志
』）。
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　も
っ
と
も
い
ず
れ
も
伝
承
で
あ
り
、
そ
れ
も
近
世
の
資
料
に
載
る
以
上
、
後

世
の
付
会
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。
だ
が
、
道
路
を
巡
る
言
説
に
彼
の
地
が
立

ち
現
れ
る
こ
と
自
体
に
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
群
馬
県
の
「
あ
ず
ま
道
」

が
、
都
方
面
に
続
く
道
路
と
見
做
さ
れ
て
い
た
結
果
の
命
名
と
し
た
ら
、
や
は

り
都
と
の
交
流
を
伝
え
る
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
に
お
い
て
も
、
同
様
の
経
緯

が
推
測
で
き
る
か
ら
だ
。

　『
古
事
記
』
に
は
「
道
奥
」。『
和
名
抄
』
で
は
「
陸
奥
」
を
「
み
ち
の
お
く
」

と
訓
じ
る
よ
う
に
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
に
足
跡
を
印
し
た
人
た
ち
の
出
発

地
と
さ
れ
た
都
周
辺
の
人
々
に
と
り
、
陸
奥
国
は
道
路
の
最
果
て
の
土
地
に
終

始
し
た
。
通
信
や
交
通
手
段
の
未
熟
な
時
代
、
物
理
的
な
距
離
の
遠
さ
は
、
政

治
経
済
に
始
ま
り
文
化
や
学
術
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
都
か
ら
の
距

離
の
遠
さ
を
意
味
し
た
。
距
離
が
生
み
出
す
都
と
の
物
理
的
・
精
神
的
な
時
間

差
や
、
両
者
に
起
因
す
る
種
々
の
差
異
は
、
風
習
や
言
葉
の
違
い
も
相
ま
っ
て
、

陸
奥
国
を
辺
境
の
後
進
地
と
す
る
認
識
と
、
こ
れ
に
起
因
す
る
二
つ
の
意
識
、

優
越
感
と
劣
等
感
の
形
成
の
母
胎
と
な
っ
た
。
う
ち
前
近
代
で
は
、
中
央
の
優

越
感
と
地
方
の
劣
等
感
と
い
う
図
式
が
目
立
つ
。

　菅
原
孝
標
女
に
よ
る
『
更
級
物
語
』
は
、
冒
頭
に
「
あ
づ
ま
路
の
道
の
は
て

よ
り
も
、
猶
奥
つ
か
た
に
生
い
出
た
る
人
、
い
か
許
か
は
あ
や
し
か
り
け
む
を
」

と
、
中
央
か
ら
離
れ
た
土
地
に
生
を
受
け
た
こ
と
へ
の
劣
等
感
が
綴
ら
れ
る
。

な
お
、
東
北
に
対
す
る
他
地
域
の
優
越
感
に
つ
い
て
は
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」

が
資
料
に
現
れ
る
近
世
に
入
る
と
、
よ
り
露
骨
な
嫌
悪
感
が
加
わ
り
、
流
布
さ

れ
て
い
く
と
す
る
河
西
英
通
氏
の
指
摘
が
あ
る

）
22
（

。

　天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
、
江
戸
幕
府
の
巡
見
使
の
随
行
員
と
し
て
、
東
北

地
方
を
旅
し
た
古
川
古
松
軒
は
、
道
中
の
記
録
を
『
東
遊
雑
記
』
と
し
て
ま
と

め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
東
北
地
方
を
「
辺
土
」・「
辺
鄙
」
と
し
、
現
地
の
事
物

を
「
人
物
・
言
語
も
至
っ
て
悪
し
く
」（
田
島
）「
夷
風
の
残
り
し
者
」（
鶴
岡
）

な
ど
と
酷
評
す
る
箇
所
が
目
立
つ
。
彼
の
価
値
基
準
の
一
つ
は
、「
言
語
も
こ

れ
ま
で
と
違
い
て
中
国
の
言
語
に
似
て
よ
し
」（
本
莊
）・「
上
方
筋
の
城
下
と

違
い
て
見
ぐ
る
し
」（
秋
田
）
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
の
故
郷
の
中
国
筋
や
上

方
の
文
物
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
帰
途
通
過
し
た
常
陸
国

新
治
郡
府
中
（
茨
城
県
石
岡
市
）
で
の
、「
水
戸
よ
り
の
街
道
筋
は
よ
き
道
に

て
往
来
も
繁
く
、
江
戸
に
近
き
土
地
ゆ
え
、
万
事
よ
く
似
て
俗
な
ら
ず
」
と
い

う
記
述
が
示
す
と
お
り
、
江
戸
と
の
距
離
だ
っ
た
。

　古
松
軒
の
目
に
珍
奇
に
映
っ
た
文
物
や
言
葉
は
、
内
容
の
優
劣
で
は
な
く
、

自
分
に
と
っ
て
馴
染
み
の
場
所
で
あ
る
中
国
筋
、
そ
し
て
先
進
地
だ
っ
た
歴
史

を
持
つ
上
方
、
目
下
の
列
島
の
実
質
的
な
中
心
地
で
あ
る
江
戸
か
ら
隔
た
っ
た

土
地
の
も
の
と
い
う
、
単
に
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
、
未
開
で
劣
等
な
も
の
と
評

価
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
秋
田
・
津
軽
の
辺
鄙
の
悪
所
」
の
も
っ
と
先
、

津
軽
海
峡
を
越
え
た
松
前
や
江
差
町
に
、
想
像
と
は
異
な
る
非
東
北
的
な
風
景

が
広
が
る
こ
と
に
彼
は
驚
く
。
古
松
軒
が
江
戸
以
北
で
は
最
高
の
土
地
と
す
る

両
地
は
、
上
方
と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
上
方
の
ヒ
ト
や
言
語
が
入
り
込
み
、
そ

れ
が
東
北
・
北
海
道
に
お
け
る
異
界
を
作
り
出
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　菅
原
孝
標
女
も
そ
う
だ
が
、
古
松
軒
が
地
方
を
評
価
す
る
基
準
は
、
突
き
詰

め
れ
ば
中
央
と
の
距
離
に
あ
る
。
中
央
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、
中
央
と

の
連
絡
は
難
事
と
な
る
が
、
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
け
る
中
央
の
価
値
を
つ

り
上
げ
、
結
句
、
中
央
は
正
当
性
の
同
義
と
化
す
。
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三

　懸
け
橋
・
物
差
し
と
し
て
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」

　遠
隔
地
で
中
央
と
の
回
路
を
持
つ
こ
と
は
、
伝
手
や
経
済
的
余
裕
が
要
る
だ

け
に
、
誰
も
が
簡
単
に
は
で
き
な
い
反
面
、
上
手
く
回
路
を
繋
げ
ら
れ
た
者
に

は
、
難
し
い
作
業
で
あ
る
ぶ
ん
、
ま
た
と
な
い
実
力
誇
示
と
な
っ
た
。
回
路
を

通
じ
て
中
央
の
官
位
や
官
職
を
得
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
中
央
貴
族
と
の
婚

姻
関
係
を
持
つ
な
ど
し
て
、
中
央
の
一
翼
に
連
な
れ
れ
ば
、
地
元
で
の
余
人
と

の
違
い
は
い
っ
そ
う
際
立
つ
。
そ
し
て
、
こ
の
関
係
を
日
常
の
様
々
な
局
面
で

活
用
す
る
こ
と
で
、
彼
は
自
身
の
立
場
を
強
化
で
き
た
。
平
泉
藤
原
氏
と
中
央

と
の
関
係
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
図
式
に
則
っ
て
い
た
。

　こ
の
種
の
も
の
も
含
め
、
中
央
と
地
方
と
の
各
種
交
流
の
架
け
橋
に
な
っ
た

道
具
こ
そ
、
両
者
を
結
ぶ
幹
線
道
路
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
中
央
に
通
じ
る
道
路

の
有
無
は
、
土
地
を
評
価
す
る
た
め
の
一
つ
の
物
差
し
と
な
っ
た
。
ど
こ
ろ
か

道
路
は
里
程
に
よ
っ
て
中
央
と
の
距
離
を
客
観
視
で
き
、
そ
の
数
字
を
も
っ
て

余
所
と
の
具
体
的
な
比
較
を
可
能
と
す
る
だ
け
に
、
非
常
に
有
効
な
物
差
し

だ
っ
た
。

　従
っ
て
中
央
と
連
絡
す
る
道
路
の
有
無
は
、
地
域
評
価
の
重
要
な
項
目
と
な

る
。
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
近
世
以
前
の
奥
州
に
は
多
賀
城

や
平
泉
と
い
っ
た
重
要
拠
点
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」

関
係
の
伝
承
世
界
で
は
、
都
と
の
交
流
が
中
心
に
な
る
理
由
で
あ
る
。
近
場
の

拠
点
で
は
な
く
、
あ
え
て
列
島
の
中
心
と
の
往
来
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
の
は
、

そ
う
で
な
い
と
土
地
の
価
値
が
高
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
と
推
測
す
る
。

　さ
て
、
今
日
の
仙
台
市
街
地
を
貫
い
て
い
た
は
ず
の
奥
大
道
は
、
通
説
的
理

解
に
従
え
ば
「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
中
道
な
の
だ
か
ら
、
領
内
に
「
か
ま
く

ら
か
い
ど
う
」
伝
承
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
少
な
く
と
も
近
世
の
地
誌

に
は
記
事
を
確
認
で
き
な
い

）
23
（

。
そ
の
理
由
は
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
誕
生
の

背
景
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
地
方
に
お
け
る

中
央
の
受
容
の
さ
れ
方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　一
般
的
に
、
中
央
か
ら
の
距
離
が
あ
る
ほ
ど
、
現
地
に
お
け
る
中
央
の
価
値

は
高
ま
る
が
、
そ
の
ぶ
ん
現
地
で
は
、
中
央
と
は
何
か
を
自
問
す
る
機
会
が
増

え
る
。
自
ら
の
繋
が
る
対
象
が
本
当
に
中
央
の
名
に
値
す
る
か
否
か
は
、
己
の

正
当
性
や
優
位
性
に
直
結
す
る
重
要
な
命
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
列
島
の
正

当
な
中
心
は
ど
こ
か
と
い
う
問
い
の
前
に
、
征
夷
大
将
軍
の
都
市
だ
っ
た
鎌
倉

は
、
将
軍
の
国
政
上
の
位
置
づ
け
や
由
緒
、
あ
る
い
は
都
市
の
歴
史
に
お
い
て
、

天
皇
と
い
う
列
島
最
高
の
権
威
が
い
る
京
都
に
は
及
ば
な
い
。
な
に
よ
り
鎌
倉

も
「
あ
づ
ま
」
の
一
隅
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
同
じ
地
域
に
あ
る
都
市
と
い
う
点

で
、
鎌
倉
は
多
賀
城
や
平
泉
と
同
列
と
な
っ
て
し
ま
い
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」

の
目
的
地
と
し
て
は
、
特
段
の
利
点
が
な
い
。
列
島
の
中
央
か
ら
離
れ
た
土
地

ゆ
え
の
中
心
性
へ
の
希
求
と
、
そ
の
強
さ
が
道
路
の
目
的
地
に
鎌
倉
で
は
な

く
、
京
都
を
選
ば
せ
た
の
だ
っ
た
。

　地
方
に
お
け
る
中
央
へ
の
想
い
の
強
さ
は
、
す
で
に
阿
刀
田
令
造
氏
が
大
正

十
四
（
一
九
二
五
）
年
刊
行
の
『
名
取
郡
誌
』
に
お
い
て
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」

関
連
事
績
も
絡
め
て
指
摘
し
て
い
た
。
氏
は

　

�

　こ
の
郡
に
は
固
有
の
口
碑
伝
説
が
乏
し
く
、
特
に
東
街
道
付
近
に
都
が
か

つ
た
そ
れ
の
多
い
事
は
、
右
の
消
息
を
示
す
好
個
の
材
料
で
あ
ろ
う
。
何
ん
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で
奥
州
三
界
ま
で
来
な
け
れ
ば
、
三
条
小
鍛
冶
宗
近
が
名
刀
を
鍛
へ
得
ら
れ

な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
百
合
若
大
臣
は
都
に
帰
り
、
後
再
び
時
め
く
に
至
た

筈
で
あ
る
の
に
、
何
が
為
に
東
平
王
の
塚
が
、
此
の
大
臣
の
墓
か
も
知
れ
ぬ

の
を
説
に
持
つ
に
至
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
大
臣
の
愛
鷹
は
足
に
結
び
つ
け

ら
れ
た
硯
の
重
み
に
堪
へ
ず
、
海
中
に
落
ち
て
死
ん
だ
筈
な
の
に
、
何
が
為

に
其
の
硯
が
鷹
硯
寺
に
伝
は
る
に
至
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か

と
皮
肉
っ
ぽ
く
述
べ
、

　

�

斯
く
の
如
き
は
総
て
都
の
空
気
を
ば
此
の
奥
州
に
漾
は
し
め
た
い
の
熱
望
か

ら
来
つ
た
製
造
品
で
は
あ
る
ま
い
か

と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
実
態
は
憧
憬
と
い
う
言
葉
だ
け
は
片
づ
か
ず
、
地
域

や
地
域
住
人
の
自
己
認
識
と
も
深
く
関
わ
る
、
よ
り
切
実
な
動
機
も
絡
ん
で
い

た
の
で
あ
る
。

　人
々
は
自
分
の
住
む
土
地
に
、
中
央
と
の
回
路
の
記
憶
を
見
い
だ
し
、
時
に

は
創
作
や
再
解
釈
を
施
し
、
自
己
認
識
と
誇
り
の
拠
り
所
と
し
た
。
先
の
群
馬

県
の
事
例
で
は
、
か
つ
て
の
東
山
道
の
記
憶
は
、
こ
の
目
的
の
下
に
再
利
用
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
道
路
の
目
的
地
で
あ
る
京
都
は
、
首
都
と
し
て
の
歴
史
的
正

当
性
で
は
、
近
世
段
階
に
お
け
る
同
県
の
最
重
要
幹
線
道
路
が
向
か
う
江
戸
を

上
回
る
の
だ
っ
た
。
旧
仙
台
藩
領
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
も
ま
た
、
同
種
の

産
物
で
あ
り
、
来
歴
も
道
筋
も
様
々
な
古
道
群
は
、
こ
の
名
前
と
、
京
都
に
向

か
う
道
路
に
相
応
し
い
歴
史
や
物
語
を
与
え
ら
れ
、
地
域
の
評
価
を
高
め
る
材

料
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
と
は
、
固
有
の

時
代
の
特
定
の
道
路
で
は
な
く
、
誕
生
し
た
時
代
も
、
目
的
地
も
異
な
る
複
数

の
道
路
の
集
合
体
だ
っ
た
。
群
馬
県
の
事
例
を
参
考
に
す
る
と
、
様
々
な
道
路

が
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
の
名
前
の
下
に
集
約
さ
れ
、
中
央
と
結
び
つ
け
ら
れ

た
の
は
、
近
世
以
降
の
出
来
事
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
自
ず
と
道
路
を
巡
る

言
説
に
は
、
近
世
人
の
中
央
へ
の
心
象
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
見
做
す
べ
き

で
、
当
然
、
目
的
地
や
性
格
な
ど
、
道
路
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
は
鵜
呑
み

に
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
道
路
を
使
っ
て
古
代
や
中
世

を
論
じ
て
き
た
従
来
の
研
究
は
、
新
た
な
研
究
手
法
を
探
す
必
要
が
あ
る
。

　し
か
し
、
こ
れ
は
歴
史
資
料
と
し
て
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
確
か
に
本
来
の
歴
史
と
は
別
に
、
後
世
の
人
々
に
よ
る
物
語

の
後
付
け
が
あ
る
に
せ
よ
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
道
路
を
糸
口
に
す
る
こ
と
で
、

近
世
人
の
持
つ
地
域
認
識
や
、
古
代
・
中
世
観
の
検
討
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　近
世
人
の
精
神
世
界
を
探
る
道
具
と
し
て
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
を
使
う

こ
と
で
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
、
地
域
像
や
歴
史
像
を
楽
し
み
し
つ
つ
、
本
稿

を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

註（
１
）

　こ
の
道
路
の
表
記
は
、『
安
永
風
土
記
』
と
い
う
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
資
料
中
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で
す
ら
、「
我
妻
海
道
」（
刈
田
郡
白
石
本
郷
）「
東
海
道
」（
宮
城
郡
国
分
沖
通
苦

竹
村
）・「
吾
妻
海
道
」（
桃
生
郡
深
谷
浜
市
村
）・「
あ
つ
ま
海
道
」（
江
刺
郡
片
岡
村
）

の
よ
う
に
一
定
し
な
い
。
ゆ
え
に
本
稿
で
は
資
料
に
即
し
て
話
を
進
め
る
場
合
を

除
き
、
音
に
基
づ
い
て
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
２
）

　仙
台
藩
域
を
対
象
に
し
た
地
誌
に
は
、
明
和
九
（
安
永
元
・
一
七
七
二
年
）
完

成
の
『
封
内
風
土
記
』
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
藩
領
全
て
の
分
が
揃
っ
て
い
る
。『
同
』

の
改
訂
を
目
指
し
つ
つ
も
、
未
完
に
終
わ
っ
た
『
安
永
風
土
記
』
は
、
現
時
点
で

は
藩
領
全
て
の
村
や
知
行
所
の
分
が
揃
っ
て
い
な
い
欠
点
を
抱
え
る
が
、
前
者
の

改
訂
を
目
指
し
た
だ
け
に
、
前
者
に
比
べ
て
情
報
量
は
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
あ

ず
ま
か
い
ど
う
」
関
連
記
事
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
を
鑑

み
、
本
稿
で
は
後
者
を
主
な
材
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
３
）

　地
域
学
習
の
成
果
と
し
て
は
、
例
え
ば
岩
手
県
江
刺
市
（
現
奥
州
市
江
刺
）
を

対
象
に
「
あ
づ
ま
海
道
歩
く
の
会
」
に
よ
る
調
査
成
果
を
ま
と
め
た
『
あ
づ
ま
海

道

　
　清
衡
道
と
そ
の
風
土
』（
佐
島
直
三
郎
責
任
編
集
、
あ
づ
ま
海
道
歩
く
の
会
、

一
九
九
三
）
が
あ
る
。

（
４
）

　「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」（
や
は
り
こ
ち
ら
も
表
記
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
資
料

に
は
「
鎌
倉
街
道
」・「
鎌
倉
海
道
」・「
鎌
倉
道
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
記
が
現

れ
る
た
め
、
以
後
こ
う
表
記
す
る
）
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
道
路
を

合
わ
せ
て
検
討
し
た
新
稿
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
参
考

さ
れ
た
い
。

（
５
）

　『
仙
台
市
史
』
近
世
編
１
。

（
６
）

　真
山
悟
「
奥
羽
の
山
道
と
海
道
」『
東
北
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
三
、
二
〇

一
二
。

（
７
）

　『
宮
城
県
の
地
名
』（
平
凡
社
）
の
「
東
山
道
」・「
名
取
市
」
の
項
や
、『
角
川

日
本
地
名
大
辞
典
４

　宮
城
県
』
の
「
東
街
道
」
の
項
。

（
８
）

　『
日
本
後
紀
』（
弘
仁
二
年
四
月
二
十
二
日
条
）

（
９
）

　神
英
雄
「
古
代
仙
台
平
野
の
交
通
路
に
関
す
る
一
考
察
」『
龍
谷
史
壇
』
九
〇
、

一
九
八
七
。

（
10
）

　『
仙
台
市
史
』
通
史
編
２

　古
代
中
世
。

（
11
）

　難
波
信
雄
・
大
石
直
正
『
街
道
の
日
本
史
８

　仙
台
・
松
島
と
陸
前
諸
街
道
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
。

（
12
）

　現
在
地
名
と
の
対
比
は
『
宮
城
県
の
地
名
』（
平
凡
社
）
や
、『
角
川
日
本
地
名

大
辞
典
４

　宮
城
』（
角
川
出
版
）
に
よ
っ
た
。

（
13
）

　佐
藤
達
夫
「
仙
台
市
太
白
区
坪
沼
に
見
る

　伝
承
「
あ
ず
ま
街
道
」
の
道
跡
」『
仙

台
郷
土
研
究
』
二
七
五
、
二
〇
〇
七
。

（
14
）

　『
延
喜
式
』

（
15
）

　『
吾
妻
鏡
』
治
承
五
年
九
月
四
日
条
。

（
16
）

　『
同
』
治
承
五
年
九
月
十
二
日
条
。

（
17
）

　『
信
長
公
記
』

（
18
）

　「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
を
、
近
世
段
階
に
お
け
る
古
道
の
集
合
体
と
す
る
も

の
に
は
、
例
え
ば
斎
藤
慎
一
氏
の
見
解
が
あ
る
（
同
『
中
世
を
道
か
ら
読
む
』
講

談
社
、
二
〇
一
〇
）。

（
19
）

　「
相
馬
胤
頼
軍
忠
状
案
」『
南
北
朝
遺
文
』
１

－

４
４
６
号
文
書

（
20
）

　前
掲
註
（
６
）
参
照
。

（
21
）

　坂
井
隆
「「
あ
づ
ま
道
」
、
上
野
の
ポ
ス
ト
東
山
道
」（
藤
原
良
章
編
『
中
世
の
み

ち
を
探
る
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
四
）
。

（
22
）

　河
西
英
通
『
東
北

　
　つ
く
ら
れ
た
異
境
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
。

（
23
）

　宮
城
県
志
田
郡
松
山
町
教
育
委
員
会
（
現
在
は
宮
城
県
大
崎
市
）
が
発
行
し
た

『
千
石
城
跡
保
存
整
備
基
本
計
画
』（
一
九
九
〇
）
に
は
、
町
内
に
あ
る
千
石
城
付

近
に
、
こ
の
名
称
の
道
路
が
あ
っ
た
旨
を
記
す
が
、
近
世
の
地
誌
に
道
路
の
存
在

は
確
認
で
き
な
い
。

　
　
　
　服

部
英
雄
氏
は
、
各
地
の
「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
に
は
郷
土
史
家
が
推
測
、

命
名
し
た
と
思
し
き
例
や
、
地
域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、
現
代
に
提
唱
さ
れ
た

も
の
も
含
ま
れ
る
と
い
う
、
重
大
な
指
摘
を
し
て
い
る
（『
峠
の
歴
史
学

　古
道
を

た
ず
ね
て
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
〇
七
）
。
そ
の
た
め
当
地
の
事
例
に
つ
い
て
は
、

近
世
以
降
に
他
地
域
の
「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
情
報
を
元
に
創
作
さ
れ
た
可
能

性
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
先
の
仙
台
市
太
白
区
坪
沼
の
「
あ
づ

ま
か
い
ど
う
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
理
由
か
ら
他
地
域
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」

の
事
例
を
基
に
、
近
世
以
降
に
誕
生
し
た
可
能
性
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
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